
科目名 現代日本の地域性

科目名（英訳） Regionality of Modern Japan

科目ナンバー HH134A05

詳細情報 授業外学修時間：週4時間

担当者
（非）は非常勤講師

大塚 俊幸

単位数 2

開講学年 １年

開講セメスター 秋期毎週

対象学科 選択・必修 必修：
選択：HH

他学科受講

履修順序・履修情報

担当者及び時間割

カリキュラムの中での位置付け
／DP（ディプロマ・ポリシー）

専門共通科目。地理学の特質や意義を理解するための基礎的な科目である。

【ディプロマ・ポリシー（DP）】2024年度入学生以降対象
①：○
②：◎
③‐（１）：○

身につく基礎力 ／ 身につく汎用力 傾聴・受信力 クリティカル思考力 ／ 豊かな教養 専門的知識・技能 多様性

授業の主旨
（概要）

戦後日本の経済発展に伴い地域的な不均衡が拡大し，大都市の過密化と中山間地域の過疎化を引き起こした。また，都市の内部においても，
都心の空洞化や郊外ニュータウンでの人口高齢化などのさまざまな地域問題が発生している（豊かな教養、多様性）。本講義では，現代日本の
都市地域や中山間地域で起きているさまざまな地域問題を取り上げ，その内容および背景について具体的な事例を用いて講義を行う（専門的
知識・技能）。

具体的
達成目標

（１）現代日本の都市地域や中山間地域において発生しているさまざまな地域問題の内容とその背景について理解することができる（豊かな教
養、多様性）。
（２）農山村地域や工業地域の抱える問題を解決するための方策について考察する能力を養い，これらに関する自分の意見を表現することがで
きる（専門的知識・技能）。

1

【内容】 現代日本の地域性

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

2

【内容】 人口移動と地域問題

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

3

【内容】 都市圏

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

4

【内容】 都心の空洞化と再開発

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

5

【内容】 大都市圏郊外の形成と変容

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
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講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

6

【内容】 都心居住と郊外居住

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

7

【内容】 中間まとめ

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

8

【内容】 過疎化と中山間地域

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

9

【内容】 エコツーリズムと観光振興

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

10

【内容】 地域と伝統的な街並み形成

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

11

【内容】 日本の農業問題と農業地域

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

12

【内容】 日本の工業地域の形成と発展

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

13

【内容】 都市型工業集積

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

14

【内容】 地方分権と地域政策

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

15

【内容】 まとめ

【授業外学習】 各回のテーマに関して指定された参考図書を読んだ上で受講する。
講義内容に関して関心をもったことを調べたり、考えたことを文章化する。

授業方法 プリントを配布し，講義形式で行う。また，毎回講義時間の最後に小テストを課し，理解度を確認しながら進める。小テストのフィードバックの仕方
は、適宜授業中に伝える予定である。

成績の
評価方法

基本的には、確認テストにより評価する。なお，確認テストは現代日本の都市地域や中山間地域において発生している地域問題の内容とその背
景について理解できているか，また農山村地域や工業地域の抱える問題を解決するための方策について自分の意見を表現できるか，といった
観点から出題する。また、授業期間中にレポートを課すこともこともある。

成績の
評価基準

レポート（30点満点）、確認テスト（70点満点）の合計得点が60点以上を合格とする。なお、レポートを課さない場合には、確認テスト（100点満点）
の得点が60点以上を合格とする。

教科書

参考文献

備考 参考文献は，講義の中でその都度紹介する。

関連
ホーム
ページ

メール
アドレス

大塚 俊幸 otsuka@fsc.chubu.ac.jp
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